
※
防
除
薬
剤
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基
準
【
希

釈
倍
数
・〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か

／
通
算
使
用
可
能
回
数
〕】
を
表
し
て
い
ま

す
。
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

あ
ぐ
り最

前
線

農家のための
最新情報

▽
3
月
下
旬

※
春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
③

・
ア
ク
セ
ル（
フ
）　

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン（
液
）５　

800
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

※
石
井
中
早
生
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
グ
レ
ー
シ
ア（
乳
）　

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

※
Ｓ
Ｅ

・
グ
レ
ー
シ
ア（
乳
）　

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

◎
菌
核
病

防
除
の
徹
底
を
!!

菌
核
病
の
発
生
が
多
い
傾
向
に
あ
る
の
で
、

防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
発
生
後
の
防
除

は
困
難
な
の
で
、
次
の
薬
剤
を
中
心
に
予
防
的

に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
（
特
に
結
球
開
始
期
以

降
は
要
注
意
）。

▽
予
防

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ（
顆
）　

2000
～
3000
倍
〔
３
日

／
３
回
〕

▽
治
療
（
発
生
初
期
）

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20（
フ
）　

2000
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

ハ
ク
サ
イ

 

●
定
植

※
黄
楽
70
（
パ
オ
パ
オ
が
け
）

▽
２
月
25
日
～
３
月
15
日

●
施
肥

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン
（
160
㎏
／
10
ａ
）

▽
元
肥

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
038
プ
ラ
ス
（
120
㎏
／

10
ａ
）

▽
追
肥

（
１
回
目
）
活
着
後

（
２
回
目
）
パ
オ
パ
オ
除
去
後

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262
（
60
㎏
／
10
ａ
）

ま
た
は

▽
元
肥

・
あ
さ
ひ
Ｓ
602
（
120
㎏
／
10
ａ
）

▽
追
肥
（
活
着
後
）

・
あ
さ
ひ
Ｓ
602 （
80
㎏
／
10
ａ
）

▽
一
発
肥
料
型

・
園
芸
一
発
Ｓ
679
（
200
㎏
／
10
ａ
）

●
病
害
虫
防
除

◎
石
灰
欠
乏
症
（
ア
ン
コ
）

春
ハ
ク
サ
イ
で
は
特
に
発
生
し
や
す
い
の
で
、

適
宜
灌
水
を
行
う
と
と
も
に
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
を

散
布
し
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▽
カ
ル
シ
ウ
ム
剤

・
パ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ
ａ　

500
倍

※
結
球
開
始
期
ま
で
に
葉
面
散
布
を
２
～
３
回

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

 

●
定
植

※
ピ
ク
セ
ル
▽
３
月
１
～
10
日

●
施
肥

▽
元
肥

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン
（
160
㎏
／
10
ａ
）

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
038
プ
ラ
ス
（
140
㎏
／

10
ａ
） 

ま
た
は

・
エ
コ
レ
ッ
ト
266
（
140
㎏
／
10
ａ
）

▽
追
肥
（
活
着
後
）

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262
（
60
㎏
／
10
ａ
）

ま
た
は

水　
稲

寒
い
こ
の
時
期
に
耕
起
を
!!

ま
だ
耕
起
（
寒
づ
き
）
を
し
て
い
な
い
水
田

は
、
３
月
末
ま
で
に
必
ず
耕
起
す
る
と
と
も
に
、

土
壌
改
良
資
材
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

土
壌
改
良
資
材
の
必
要
性

近
年
、
栽
培
期
間
中
は
気
温
の
高
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
気
温
が
高
く
な
る
と
、
乳
白
米

や
黒
点
米
（
く
さ
び
米
）
を
中
心
と
し
た
玄
米

の
高
温
障
害
が
増
加
し
、
品
質
の
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
中
の
ケ
イ
酸
や
鉄
が

不
足
す
る
と
地
力
の
低
下
、
生
育
後
期
に
稲
の

生
育
活
性
も
低
下
す
る
こ
と
か
ら
、
玄
米
の
品

質
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

土
壌
改
良
資
材
を
施
用
し
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
克
服
し
ま
し
ょ
う
。

ケ
イ
酸
・
鉄
・
リ
ン
酸
の
必
要
性

・
ケ
イ
酸
は
、
根
や
葉
を
丈
夫
に
す
る
の
で
倒

伏
や
病
害
（
い
も
ち
病
、
ご
ま
葉
枯
病
等
）

を
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
受
光
体
制
の
改
善

に
よ
り
登
熟
歩
合
が
向
上
し
ま
す
。

・
鉄
は
水
稲
の
根
を
守
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

鉄
分
が
不
足
す
る
と
根
腐
れ
に
よ
る
「
秋
落

ち
」
が
生
じ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
リ
ン
酸
は
、作
物
の
根
の
発
育
を
盛
ん
に
す

る
の
で
、ケ
イ
酸
が
一
層
良
く
吸
収
さ
れ
ま
す
。

土
壌
改
良
資
材（
土
づ
く
り
資
材
）

農
力
ア
ッ
プ
（
100
㎏
／
10
ａ
）

＊
秋
落
ち
田
で
は
140
㎏
／
10
ａ

鉄
・
ケ
イ
酸
・
リ
ン
酸
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含

み
、
土
づ
く
り
に
適
し
た
資
材
で
す
。
水
稲
の

栽
培
に
必
要
な
成
分
を
効
率
的
に
吸
収
で
き
る

よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ケ
イ
酸
の

溶
出
に
優
れ
、
吸
収
効
率
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ

 

●
追
肥

※
石
井
中
早
生
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262
（
80
㎏
／
10
ａ
）

ま
た
は

・
ア
ヅ
マ
ッ
プ
545
（
80
㎏
／
10
ａ
）

握
り
こ
ぶ
し
程
度
の
大
き
さ
に
結
球
し
た
時

に
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除
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・
エ
コ
レ
ッ
ト
266
（
60
㎏
／
10
ａ
）

▽
一
発
肥
料
型

・
園
芸
一
発
Ｓ
679
（
200
㎏
／
10
ａ
）

●
病
害
虫
防
除

※
緑
竜
・
グ
ラ
ン
ド
ー
ム
▽
３
月
中
旬

・
ア
ク
セ
ル（
フ
）　

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト（
顆
）　

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ナ
レ
ー
ト（
水
）　

1000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

新
シ
ョ
ウ
ガ

 

３
月
下
旬
に
定
植
を
行
う
方
は
、
圃
場
の
準

備
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

新
シ
ョ
ウ
ガ
を
定
植
す
る
30
～
40
日
前
に
は
、

完
熟
堆
肥
を
施
用
し
、
深
耕
・
整
地
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

・
プ
ロ
有
機
（
1000
㎏
／
10
ａ
）

ま
た
は

・
め
い
馬
の
堆
肥
（
1000
㎏
／
10
ａ
） 

ま
た
は

・
ケ
イ
ン
ト
ッ
プ
（
1000
㎏
／
10
ａ
）

●
定
植

植
え
付
け
の
３
日
前
頃
に
十
分
灌
水
し
、
土

壌
を
湿
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
種
イ
モ
は
変

色
や
腐
り
の
な
い
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

青
ネ
ギ

 

●
播
種
・
定
植

ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
等
で
被
覆
す
る
と
生
育

が
良
く
な
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

さ
び
病
と
べ
と
病
は
ど
ち
ら
も
低
温
・
多
湿

の
条
件
を
好
む
の
で
、
長
い
降
雨
の
前
後
に
は

防
除
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
夜
間
に
も
や
・
霧

が
発
生
す
る
と
同
じ
く
多
発
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
降
雨
前
に
は
予
防
効
果
、
降
雨
後
は
治
療

効
果
を
持
つ
薬
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
乾
燥
条
件
で
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生

が
多
く
な
り
ま
す
。
日
中
は
葉
上
に
い
ま
す
が
、

気
温
が
下
が
る
と
株
元
の
葉
の
隙
間
に
潜
る
た

め
、
株
元
ま
で
薬
剤
が
か
か
る
よ
う
に
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
多
発
す
る
と
農
薬
で
の
防
除
が
困

難
な
た
め
、
発
生
初
期
の
農
薬
散
布
に
努
め
、

有
効
な
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

ニ
ン
ジ
ン

 
●
裂
根
対
策

ニ
ン
ジ
ン
は
本
葉
４
～
７
枚
の
頃
か
ら
芯
部

の
細
胞
増
加
と
肥
大
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
次
の
急
激
な
生
長
の
始
ま
る
基

礎
づ
く
り
の
時
期
で
、
肥
料
不
足
や
乾
燥
、
低

温
等
に
よ
っ
て
生
育
が
抑
え
ら
れ
る
と
、
細
胞

の
増
加
が
に
ぶ
り
、
致
命
傷
と
な
り
ま
す
。
裂

根
は
こ
の
時
期
の
障
害
が
原
因
で
起
こ
る
も
の

で
、
毎
年
裂
根
が
多
く
発
生
す
る
畑
で
は
「
土

づ
く
り
」
に
力
を
入
れ
、
発
芽
を
揃
え
、
乾
燥

や
肥
料
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

●
圃
場
の
準
備

元
肥
を
全
層
に
施
用
し
、
15
㎝
以
上
深
く
耕

起
し
ま
し
ょ
う
。

▽
元
肥

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン
（
120
㎏
／
10
ａ
）

・
Ｂ
Ｍ
ス
ー
パ
ー
野
菜
君
（
80
㎏
／
10
ａ
）

・
ケ
イ
酸
加
里 （
60
㎏
／
10
ａ
）

・
Ｂ
Ｍ
ヨ
ー
リ
ン
（
40
㎏
／
10
ａ
）

▽
一
発
肥
料
型

・
ケ
イ
酸
加
里 （
60
㎏
／
10
ａ
）

・
Ｂ
Ｍ
ヨ
ー
リ
ン
（
40
㎏
／
10
ａ
）

・
サ
ン
ド
ワ
ン
365
（
180
㎏
／
10
ａ
）

●
播
種

２
条
に
浅
く
播
種
し
、
防
寒
被
覆
資
材
を
全

面
に
被
覆
後
、
十
分
に
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
低

温
期
で
発
芽
に
日
数
を
要
す
る
た
め
、
土
壌
が

乾
燥
し
な
い
よ
う
適
宜
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ウ
メ

 

適
期
防
除
を
基
本
に
、
良
品
質
生
産
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

●
晩
霜
対
策

　

受
粉
し
た
花
は
、
２
～
３
週
間
後
か
ら
低
温

抵
抗
性
が
低
下
し
ま
す
。
幼
果
は
霜
害
に
よ
り

萎
縮
・
落
下
し
ま
す
。
低
地
や
谷
間
の
冷
気
が

停
滞
し
や
す
い
園
地
は
、
風
通
し
を
良
く
す
る

た
め
、
防
風
垣
下
部
の
刈
り
込
み
や
防
霜
フ
ァ

ン
を
使
用
し
て
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

　

防
除
は
、
降
雨
前
に
行
う
の
が
基
本
で
す
。

殺
菌
剤
は
、
菌
に
感
染
す
る
前
に
果
実
（
葉
・

枝
）
を
防
除
し
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

か
い
よ
う
病
・
灰
色
カ
ビ
病
・
黒
星
病
は
、
雨

が
感
染
源
と
な
り
広
が
り
ま
す
。
感
染
後
の
防

除
は
手
遅
れ
で
す
。
降
雨
前
の
予
防
散
布
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

▽
３
月
中
・
下
旬

◎
か
い
よ
う
病
（
落
弁
期
）

・
Ｚ
ボ
ル
ド
ー　

500
倍
〔
葉
芽
発
芽
前
ま
で
〕

＊
薬
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
（
高
温
時
）

は
ク
レ
フ
ノ
ン 

200
倍
を
加
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は

・
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ　

50
倍
〔
葉
芽
発
芽
前

ま
で
〕

◎
灰
色
か
び
病

・
ナ
テ
ィ
ー
ボ（
フ
）　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

＊
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ
を
散
布
す
る
場
合
は
７

～
10
日
間
隔
を
あ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
モ
ス
ピ
ラ
ン（
顆
）　

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

モ
モ

 

３
月
は
開
花
が
始
ま
り
、
大
玉
果
生
産
に
欠

か
せ
な
い
摘
蕾
が
作
業
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

●
摘
蕾
時
期

　

３
月
上
旬
か
ら
開
花
前
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

蕾
が
ふ
く
ら
み
始
め
、
赤
み
を
帯
び
て
き
た
頃

が
最
も
蕾
が
落
ち
や
す
く
、
効
率
的
に
作
業
が

で
き
る
適
期
で
す
。
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
蕾
が

固
く
落
と
し
に
く
く
、
開
花
直
前
に
な
る
と
葉

芽
を
傷
つ
け
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

本
格
的
な
摘
果
は
５
月
か
ら
で
す
が
、
樹
勢

の
弱
い
樹
は
４
月
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
同
時
に
枯
れ
枝
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
２
月
下
旬
～
３
月
上
旬

◎
越
冬
病
害
虫
・
縮
葉
病
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

・
石
灰
硫
黄
合
剤　

７
倍
〔
発
芽
前
ま
で
〕

※
石
灰
硫
黄
合
剤
を
散
布
し
な
い
園
で
は
、
縮

葉
病
対
策
と
し
て
、「
ト
レ
ノ
ッ
ク
ス
フ
ロ

ア
ブ
ル 

500
倍
〔
７
日
／
５
回
〕」
を
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
３
月
下
旬

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ　

50
倍
〔
随
時
〕

・
ア
ビ
オ
ン
ー
Ｅ 

1000
倍 

加
用
（
展
着
剤
）
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カ
キ

 
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
３
月
下
旬
頃
か
ら

発
芽
期
を
迎
え
、
本
格
的
な
生
育
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
時
期
は
晩
霜
に
あ
う
危
険
性
が
高
く
、

霜
害
で
芽
が
枯
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

晴
天
で
風
の
な
い
日
は
霜
が
降
り
や
す
い
の
で
、

気
象
情
報
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
晩
霜
対
策

一
般
的
に
、
低
気
圧
の
後
に
高
気
圧
が
張
り

出
し
、
風
が
止
ん
で
夕
方
か
ら
夜
空
が
澄
み
渡

っ
た
日
の
翌
朝
の
『
底
冷
え
』
を
感
じ
る
時
、

凍
霜
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

対
策
と
し
て
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
水
を

流
し
凍
結
を
防
ぐ
散
水
法
、
風
を
送
る
こ
と
で

空
気
を
循
環
さ
せ
、
霜
が
降
り
る
の
を
防
ぐ
送

風
法
が
あ
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
３
月
下
旬
（
萌
芽
直
前
）

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

・
ア
プ
ロ
ー
ド（
水
）
1000
倍
〔
45
日
／
２
回
〕

・
ア
ビ
オ
ン
ー
Ｅ 

1000
倍 

加
用
（
展
着
剤
）

●
除
草

春
草
が
あ
る
と
、
地
温
の
上
昇
・
水
分
の
吸

収
を
妨
げ
、
春
肥
の
吸
収
が
悪
く
な
り
ま
す
。

早
期
に
除
草
し
ま
し
ょ
う
。

・
プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
Ｌ　

150
倍
（
水
150
ℓ
に
液

量
1000 

ml
）〔
雑
草
生
育
期 

但
し
、
収
穫
前
日

ま
で
／
５
回
〕

ミ
カ
ン

 

●
病
害
虫
防
除

12
～
１
月
に
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
を
散
布
で

き
て
い
な
い
園
地
で
は
、
剪
定
後
の
３
月
中
・

下
旬
ま
で
に
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
や
ハ
ダ
ニ
類
防

除
と
し
て
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
を
80
倍
で
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
は
、
虫

を
油
膜
で
覆
い
、
窒
息
死
さ
せ
る
働
き
を
す
る

た
め
、
農
薬
の
抵
抗
力
を
つ
け
る
こ
と
な
く
高

い
防
除
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
樹
冠
の
内
部

や
葉
裏
ま
で
丁
寧
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
か
い
よ
う
病
が
発
生
し
た
園
地
で
は
、

発
芽
前
に
必
ず
ム
ッ
シ
ュ
ボ
ル
ド
ー
Ｄ
Ｆ 

500

倍
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草

気
温
が
上
昇
し
て
く
る
と
春
草
の
生
育
が
旺

盛
に
な
り
ま
す
。春
肥
を
効
率
的
に
樹
に
吸
収

さ
せ
る
た
め
に
は
、施
肥
前
の
除
草
が
必
要
で
す
。

土
壌
表
面
を
裸
地
に
す
る
と
、地
温
の
上
昇
と
春

肥
の
肥
効
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

・
プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
Ｌ　

150
倍
（
水
150
ℓ
に
液

量
1000 

ml
）〔
雑
草
生
育
期 

但
し
、
収
穫
前
日

ま
で
／
５
回
〕

●
春
肥

春
肥
の
施
用
は
、
発
芽
し
た
春
芽
の
伸
長
や

充
実
、
開
花
結
実
、
発
根
に
大
き
く
影
響
す
る

大
切
な
作
業
で
す
。

▽
３
月
上
旬

・
ニ
ュ
ー
わ
か
や
ま
味
一
ブ
リ
ケ
ッ
ト
（
80
㎏

／
10
ａ
）

ま
た
は

・
わ
か
や
ま
配
合
（
80
㎏
／
10
ａ
）

土
壌
分
析
を
希
望
す
る
方
は
、乾
燥
さ
せ
た
200
ｇ
程

度
の
土
を
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
品

目
名（
水
稲・キ
ャ
ベ
ツ・ミ
カ
ン
等
）を
記
入
し
、3
月

13
日（
金
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い（
１
点
500
円
）。分
析
結
果
は
4
月
中
旬
ご
ろ
に

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

野
焼
き
は原

則
禁
止
で
す

　
適
法
な
焼
却
炉
以
外
（
ド
ラ
ム
缶
な
ど
）

で
廃
棄
物
を
燃
や
す
行
為
（
野
焼
き
）
は
、

法
律
で
原
則
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
営
む
上
で
、
や
む
を
得
ず
発
生

す
る
も
の
の
焼
却
は
例
外
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
少
量
ず
つ

焼
却
す
る
な
ど
、
近
隣
の
皆
さ
ま
の
ご
迷

惑
と
な
ら
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

農業の基礎知識や栽培技術、農機具の使い方などをわかりやす
く学ぶことができます。家庭菜園を始めたい方や、これから本格
的に農業を始めたい方もぜひ一緒に楽しみましょう。専業・兼業
農家から一般の方まで幅広くお待ちしています。

開催場所 開催日 募集
人数

お問合わせ
お申し込み先

西部営農センター
（和歌山市狐島 303-1）

偶数月　第 3火曜日
13：30～ 20人 ☎480-3450

北部営農センター
（和歌山市弘西 96-3）

偶数月　第 3水曜日
13：30～ 20人 ☎464-4560

中央営農センター
（和歌山市栗栖 660-1）

偶数月　第 2水曜日
13：30～ 20人 ☎471-0102

南部営農センター
（和歌山市布引 520-1）

偶数月　第 3木曜日
13：30～ 20人 ☎444-0390

東部営農センター
（和歌山市森小手穂130-1）

偶数月　第 2水曜日
13：30～ 10人 ☎488-3190

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム

例
）
代
か
き・田
植
え・稲
刈
り
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は

最
寄
り
の
営
農
セ
ン
タ
ー
・
支
店
ま
で

令
和
８
年
産

水
稲
作
業
委
託
受
付
中
！ お問い合わせ・お申し込みは各営農センターまで

※定員になり次第〆切とさせていただきます。

年会費 3,000 円

●
申
込
締
切
日

　
３
月
６
日（
金
）

４月
スタート

令和8年度

園芸講座
受講生募集
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地域の活動を
　お届けします！

食
べ
て
美
味
し
い
！

採
っ
て
楽
し
い

や
ろ
う
会
「
親
子
野
菜
収
穫
体
験
」

今
回
は
50
組
の
親
子
が

ダ
イ
コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収

穫
。
餅
つ
き
も
行
い
、
女

性
会
が
つ
き
た
て
の
き
な

こ
餅
と
採
れ
た
て
の
野
菜

を
使
っ
た
味
噌
汁
を
振
る

舞
い
ま
し
た
。

大きな

ダイコ
ン

採れた
よ！

と
っ
て
も

美
味
し
い
！

朝熊山からの絶景を満喫 二見浦の夫婦岩で自然の美しさを堪能

伊勢神宮を参拝

斎王歴史博物館

カメヤマローソクタウン

令和７年度おもと会親睦旅行の行き先
は三重県で、会員１８７人が参加しまし
た。自然と歴史をたっぷり味わった大満
足の２日間となりました。

安楽島温泉　恒
例の宴会は大盛

り上がり！

おもと会
親睦旅行

15
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女性会活動

地域の活動を
　お届けします！

４
回
目
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
は
、

南
ブ
ロ
ッ
ク
の
強
化
月
間
で
す
。
飲
食
料

１
４
７
点
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
和
歌
山
に
寄

贈
。宮
前
支
部
の
堀
川
政
代
支
部
長
は「
活

動
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
こ
れ
か
ら
も
お
役
に
立
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
最
終

回
は
東
ブ
ロ
ッ
ク

で
す
。
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
、

２
月
20
日
～
27
日

の
間
に
支
店
、
営

農
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

ぜ
ひ
、
お
願
い
し

ま
す
。

12
月
、各
支
部
で
毎
年
恒
例
の
迎
春
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・

寄
せ
植
え
教
室
を
開
き
、
営
農
セ
ン
タ
ー
職
員
や
先
生
か
ら
生
け
方
、

飾
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。「
花
の
種
類
や
配
置
を
変
え
る
と
雰
囲
気

が
全
く
違
っ
て
面
白
い
」
と
色
合
い
な
ど
を
工
夫
し
、
素
敵
な
作
品
で

お
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各 支 部

防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
支
援
す
る

た
め
、
和
歌
山
市
に
防
災
テ
ン
ト
70

基
、
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
５
台
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
電
源
と
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
10
セ

ッ
ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

近
年
多
発
す
る
突
発
的
な
自
然
災
害

へ
の
対
策
は
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

尾
花
市
長
は
「
和
歌
山
市
へ
の
深
い
思

い
の
表
れ
」
と
敬
意
を
表
し
、半
田
地

域
本
部
長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

第
４
回
の
テ
ー
マ
は
ダ
イ
コ
ン
を
使

っ
た
料
理
。
受
講
生
で
農
家
の
芝
正
義

さ
ん
が
栽
培
し
て
い
る
ダ
イ
コ
ン
を
使

っ
て
「
ふ
ろ
ふ
き
肉
そ
ぼ
ろ
ダ
イ
コ

ン
」「
牛
プ
ル
コ
ギ
キ
ン
パ
」「
シ
ョ
ウ

ガ
の
薬
膳
ス
ー
プ
」「
黒
豆
と
ク
ル
ミ

の
コ
コ
ア
蒸
し
パ
ン
」
の
４
品
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

ダ
イ
コ
ン
を
余
す
こ
と
な
く
使
い
切

り
、
順
調
で
し
た
が
、
最
難
関
は
韓
国

料
理
の
海
苔
巻
き「
キ
ン
パ
」。
海
苔
の

上
に
米
や
具
材
を
盛
り
盛
り
に
乗
せ
、

巻
け
な
い
状
態
に
。
あ
ち
こ
ち
で
先
生

に
助
け
を
求
め
る
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

今
回
で
金
谷
先
生
の
講
座
は
終
了
で

す
。
次
回
は
最
終
回
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
作

り
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

充
実
強
化
に
貢
献

災
害
対
応
資
機
材
を
寄
贈

ｍ
ｅ
ｎ
‘
ｓ
キ
ッ
チ
ン
吉
宗

男
の
料
理
、
学
び
は
続
く

16
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INFORMATION
愛
菜
て
ま
り
っ
こ
　
3
～
4
月

無
料
相
談
会

4
月
10
日（
金
）

て
ま
り
っ
こ
の
日

月
に
一
度
の
大
特
価
！

３
月
10
日（
火
）

て
ま
り
っ
こ
の
日

月
に
一
度
の
大
特
価
！

Instagramで
お得な
最新情報を
発信中！

「
家
族
で
栽
培
し
た
紀
美
野
町

の
棚
田
の
風
景
が
忘
れ
ら
れ
な

い
」
と
話
す
澤
本
さ
ん
。
代
々
農

家
で
幼
少
期
か
ら
土
に
触
れ
、
自

然
と
農
作
業
の
知
識
が
蓄
え
ら

れ
ま
し
た
。
10
年
ほ
ど
前
、農
業

を
引
退
し
た
両
親
に
代
わ
り
、
家

族
と
の
思
い
出
を
残
そ
う
と
家

庭
菜
園
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

家
の
花
畑
で
も
「
せ
っ
か
く
な

ら
食
べ
ら
れ
る
野
菜
を
作
ろ
う
」

と
開
墾
。
今
で
は
野
菜
や
果
樹

な
ど
両
方
合
わ
せ
て
30
品
目

以
上
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

２
つ
の
異
な
る
風
土
に
合

わ
せ
た
栽
培
管
理
を
心
が
け
、

病
害
虫
対
策
な
ど
は
営
農
指

導
員
に
相
談
す
る
こ
と
も
。

育
て
た
作
物
は
親
せ
き
や

近
所
の
人
に
お
す
そ
分
け

し「
喜
ん
で
く
れ
る
姿
が
嬉
し
い
」

と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
農
作
業
に
は
筋
肉
が
必
要
」

と
週
３
回
ジ
ム
に
通
う
澤
本
さ
ん
。

プ
ロ
テ
イ
ン
も
欠
か
さ
ず
、
健
康

づ
く
り
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
、
楽

し
く
続
け
て
く
だ
さ
い
。

３
月
３
日（
火
）ま
で

桃
の
節
句
フ
ェ
ア

イ
チ
ゴ
、
桃
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ
を
販
売
！！

お
ひ
な
さ
ま
に
飾
る
花
桃
も
ご
用
意
し
ま
す
！

収穫どきのダイコンと一緒に。ご主人さんの好物で、短いのが「おでんダイコン」、長いのが一般的なダイコンだそうです。冬はキャベツ、ハクサイ、ブロッコリーなどを頬張り、広報誌が発行される頃には春野菜の定植を楽しんでいることでしょう。

何
事
も
挑
戦
し
た
い
。

毎
年
１
年
生
の
気
持
ち
で

楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

３
月
27
日（
金
）～
28
日（
土
）

感
謝
セ
ー
ル

旬
の
農
産
物
を

感
謝
価
格
で
ご
奉
仕
！！

３
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）

春
の
彼
岸
セ
ー
ル

墓
花
・
仏
花
な
ど
、

多
数
の
品
揃
え
！！

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会

権
利
・
示
談
・
債
務
・
相
続
…
な
ど
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
法
律
的
な
相
談
に
、
弁
護
士
が
直
接
ご
対

応
し
ま
す
。

［
開
催
日
時
］
毎
月
第
4
木
曜
日

9
時
30
分
～
12
時
（
お
一
人
様
30
分
程
度
）

［
開
催
場
所
］ 

わ
か
や
ま
地
域
本
部
２
階
第
３
会
議
室

3
月
の
開
催
日
は
3
月
26
日（
木
）で
す
。

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
５
組
）。
最

寄
り
の
支
店
ま
た
は
わ
か
や
ま
地
域
本
部
総
務
部

（
☎
４
７
１
ー
３
７
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
・

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、次
回
の
開
催
予
定
は
4
月
23
日（
木
）で
す
。

年
金
相
談
会
／
相
続・遺
言
相
談
会

社
会
保
険
労
務
士
・
税
理
士
が
直
接
ご
対
応
い
た

し
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
開
催
支
店

に
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
開
催
日
程
］

3
月
19
日（
木
）
高
積
支
店　
　
☎
４
７
７
―
０
０
０
３

開
催
時
間
は
10
時
～
15
時
で
す
。

ロ
ー
ン
相
談
会

住
宅
ロ
ー
ン
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
・
カ
ー
ロ
ー

ン
・
教
育
ロ
ー
ン
な
ど
。
借
換
、
お
見
積
り
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
わ
か
や
ま
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
支
店
隣
）

☎
４
２
３
―
４
１
６
０

平
日（
9
時
～
17
時
）・
日
曜（
10
時
～
16
時
）

HAPPY LIFE

家庭菜園

澤
さ わ

本
も と

 千
ち

津
ず

子
こ

さん（狐島）

育
て
て
い
る
ハ
ク
サ
イ
は
、
頭
部
を

触
っ
て
硬
け
れ
ば
よ
く
巻
い
て
い
る

証
拠
！
収
穫
時
期
を
日
々
確
認
し
て

い
ま
す
。

２
０
０
ほ
ど
の
植
木
鉢
で
ア
ジ
サ
イ
も
育
て

て
い
ま
す
。
肥
料
の
種
類
で
色
彩
が
異
な
る

そ
う
で
、
毎
年
工
夫
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

６
月
の
満
開
時
は
近
所
の
人
も
見
に
来
る
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お菓子を寄贈しました
12
月
、
児
童
養
護
施
設
３
学
園
に

お
菓
子
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
か

ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
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